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東北支部情報通信１０・１１月号 

平成２７年 １２月 ５日 

一般社団法人日本経営士会 

東北支部 会員各位 

一般社団法人 日本経営士会 

東北支部 支部長 佐藤光子 

 

平成２７年１０・１１月情報通信 

            

 

①[報 告]  第２期経営士補養成講座 in 郡山 開講および終了 

 １０月２４日（土）、３１日（土）、１１月７日（土）、８日（日）、１４日（土）の５日間にわたり、５名の受

講者を迎え、郡山にて第２期経営士補養成講座を開講しました。  

 

                                    

 

（講義風景） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 日間合計 30 時間のハードな講座でしたが、受講生の方々の

モチベーションが高く、無事全員受講が修了いたしました。

おめでとうございます。皆さんが経営士補として入会され、

積極的に経営士会のイベントに参加していただくことで、知

識・経験の向上及びネットワークを広めることに役立ててい

ただければ幸いです。（表伸也 記） 

（受講者記念撮影） 
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株式会社 中央会計センター 佐藤 久美子 

 専門部門の情報の知識をより深く勉強し、人と人とのつながりを大切にし、経営士を通じての交

流を持ち、現場での経験を磨きながら、より以上の業務の拡大に邁進して行きたいと思います。 

経営士補の原点           株式会社 中央会計センタ－  橋本 浩一  

経営士(補)は企業等の経営に関する高度の俯瞰力と専門知識をもとに，経営の効率化，事業

の再構築，組織文化の創造など，企業等の存続と発展をサポ－トする経営支援のスベシャリ

ストで広く社会に貢献しており存在意義の深い資格であると思います。私の仕事は税理士業

務ですので会計及び税務を基本としてクライアントに対して経営士補として付加価値のあ

る業務をして行きたいと思います。経営士(補)の専門分野は，①経営②生産③販売④人事⑤

財務⑥情報と幅広い専門知識が要求されますが経営者の心を大切にして業務を遂行してゆ

きたいと思います。クライアントに対して大切にしている言葉は，「ビジネスドクタ－」「ビ

ジネスサポ－タ-」としての役割をはたして行くことが使命であると常に感じています。そ

のためには，人間力の自己研鑽と専門知識の勉強をして実務に役立ててゆくことが大切であ

り企業の存続発展とサポ－トすることが出来ると思いますので一日一日自己研鑽をして行

きたいと思います。 

         「第２期 経営士補養成講座 in 郡山」を受講して    夜の森振興企業組合 佐藤 琢馬 

今回参加させて頂いた養成講座には、大きく二つの達成目標がありました。一つには「経営コン

サルタントとして基本スキルを身につける」という事です。イメージとしては、財務・人事等       

の間接部門のウェイトが多いのでは、と思っておりましたが、実際の講義内容は実に多岐に亘っ

ており、生 産管理や購買心理など現場部門での興味深い内容や MPP 手法の活用実践と、正に

盛り沢山の内容でした。また、講師の方々其々にキャラクターがあり、専門分野の知識はもちろ

ん、その人間力の高さと魅力に感心させられると共に自らの力不足を再認識した次第でした。そ

してもう一つの目標は、「必要とされる経営士とは・・・」という命題に対して、自分なりの解

を得る事にありました。受講し終えて、得られた答えは「クライアント・所属する組織・社会か

ら“いないと困る”人材たれ」という実に明快なものでした。そしてそのポジションは、(決し

て上から目線ではなく)アドバイザー的・指導的な立場で“寄り添うように係わっていく”とい

う、自分にはやや苦手な部分でもあります。それには、前述した講師の方々のように人間力を高

め、魅力的なキャラクターを磨いていく事こそが大切であると痛感させられました。 

 

 

 

                    

 

                                                                                              

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤 広文氏 

株式会社 中央会計センター 仲澤 雅人 

財務を中心にもっと深く勉強していきたいと考えています。経営・ＭＰＰ・財務・人事・生産・販売・情報管理・

コンプライアンス・環境経営と専門の方からそれぞれ講師を頂き有り難うございました。さすがだなと感じ新し

い発見と難しく分からないところも多くありこれから勉強が必要と強く感じました。また経営・財務に関しては、

分かりやすく再確認ができ、まとめる事が出来ました。財務を中心にもっと深く勉強していきます。心・技・体

を強化し自分磨きを心がけたいと思います。 

受講者のみなさんに今後の抱負をうかがいました。 

ご活躍を期待します。 
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②【募 集】平成２７年度(一社)日本経営士会東北支部 MPP 案内 

１ 目 的 

     プロジェクト方式等、新たな経営支援活動を展開するため、支援活動における課題解決を支

援する新しい知識、活動手法等について習得する。 

 

２ 日 時 

     平成２８年１月３０日（土）１４：００～２０：００（後泊必要） 

 

３ 場 所 

     山形県肘折温泉【優心の宿 観月】 

       〒996-0301 山形県最上郡大蔵村肘折温泉  http://hijiori-roten.com/index.php 

       会費 一人 15000 円程度（飲み代を含まず） 

 

４ 受 講 者 

(一社)日本経営士会東北支部所属の経営士及びその紹介を得た意識の高い方。  

 

５ 日 程 

 

時間 課題 内容 研修 

方法 

講師・助言者 

14:10～

14:15 

開会 あいさつ 

オリエンテーション 

 佐藤光子支部長 

14:15～

16:00 

MPP ・効果的なプロジェクト進行

のための計画立案手法 

・支援の取組み事例と事業活

用 

討論 MPP 担当 

16:10～

17:40 

MPP 内容の発表（２チ

ームに分かれて） 

・フリーディスカッション 討論 MPP 担当 

18:00 閉会 

 

  MPP 担当 

18:30～ 

20:00 

懇親会 ・ディスカッションの不足を

ここでカバーする。 

  

 

  ６ 会場へのアクセス 

           新庄駅より旅館のマイクロバス送迎あり（車は新庄駅無料駐車場に置けます） 

      交通手段は確保してありますので、ご心配なくお申込み下さい。 

 

 

 

 

 

 

お申込みは１２月３１日までに支部長にお願いします。皆さん奮ってご参加ください。 

佐藤光子 TEL・FAX ０２３－６５５－２５７８ 

                        携帯  ０９０－８７８３－９７２１ 

                           Mail : a_mitsuko@jp.bigplanet.com 
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③[平成２７年度 東北支部年間事業計画] 

年

月 

本部 役員会 経営士養

成講座 

経営士補養成講

座 

専門委員会・支援セ

ンター連携事業 

ブラッシュ

アップ研修 

各支援センター 

H27 

4

月 

 4／18 

役員会 

    宮城支援センター 

無料経営相談 

5

月 

 5／23 

報告会・講演会 

   5／23 ブラッ

シュアップ

研修 

 

6

月 

6／29 

理事支部長

会議 

本部総会 

6／20 

役員会 

    6/13 

山形支援センター 

会員・一般向セミナー 

7

月 

 7／11 

役員会 

  MPP リーダー研修  7／18 

福島支援センター 

MPP 研修 

8

月 

8／29 

NJK in 山形 

     宮城支援センター 

無料経営相談 

9

月 

 9／12 

役員会 

   9／12 ブラッ

シュアップ

研修 

北東北支援センター 

無料経営相談 

 

10

月 

10／11・12 

全国研 

  福島支援センタ

ー経営士補養成

講座 

10／24・31 

  北東北支援センター 

無料経営相談 

11

月 

   11／7・8・14 

11／21（面接日） 

   

12

月 

 12／5 

役員会 

     

H28 

1

月  

    1／30・31 

山形・宮城 

一泊 MPP 研修 

  

 

2

月 

      宮城支援センター 

無料経営相談 

3

月 

 3／26 

役員会 

     

 

※この事業計画は、３月２８日の役員会にて確認されました。また５月２３日の定時報告会においても承認

されました。なお、期中においては、講座および研修等については追加・変更になる場合があります。 

 


